
い
。
①
は
上
部
に
切
り
込
み
が
あ
る
。

曲
物
の
底
板
材
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
上
部
に
加
工
し
た
痕
跡
が
あ
り
、

（稲
垣
裕
二
）

一日
　　　　　　　　―

新潟
・軋
耐
Ⅳ
屁
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・８２

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
豊
栄
市
高
森
字
下
前
川
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）

一
一
月
１

一
二
月
、
二
〇
〇
三
年

三
月
１
四
月

８
　
発
掘
機
関
　
　
豊
栄
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
】込
藤
恭
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
前
川
原
遺
跡
は
阿
賀
野
川
の
河
口
か
ら
六

・
五
ｋｍ
ほ
ど
上
流
の
、
旧
流
路

右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
し
、

水
田
基
盤
整
備
事
業
に
伴

っ
て

三
〇
〇
二

・
二
〇
〇
三
年
度
に

調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
地
点

の
標
高
は
二

・
五
―
三
ｍ
、
調

査
面
積
は

一
人
九
九
♂
で
あ
る
。

検
出
遺
構
は
溝
四
四
条
、
井

戸

一
〇
基
、
土
坑
二
五
基
、
ピ

ッ
ト
八
九
五
基
で
あ
る
。
遺
物

(新 潟)



は
平
安
時
代
の
も
の
を
わ
ず
か
に
含
む
が
、
鎌
倉
時
代
を
主
体
と
し
、
遺
構
も

同
時
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

木
街
は
、
調
査
区
北
側
で
検
出
し
た
井
戸
三
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
井
戸
三

は
丸
木
舟
を
転
用
し
た
井
戸
枠
を
も
ち
、
底
部
付
近
を
中
心
に
木
槌

・
下
駄
の

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔あ
力
〕
　
　
　
　
〔は
力
〕

ω
　
。
「
□
日
日
―十
日
□
□
□
　
　
　
　
□
日
あ
す
□
□
□
□
ん

〔十
力
〕
　

〔
れ
力
〕

□
日
日

日
国
十
日
日
□
□

一
日
こ
□
口
日
―十
日
も

の
な
ん

［は
力
〕

□
か
り
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
□

□
ち
□
日
――
□

い
こ
か
す

歯

。
曲
物
な
ど
の
木
製
品
や
、
在
地
系
の
ロ
ク
ロ
成
形
底
部
糸
切
り
土
師
器
を

中
心
と
し
た
土
器
類
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
土
器
は

一
三
世
紀
中
頃
か
ら
後

半
ま
で
の
様
相
を
示
す
。

2003年出土の木簡

赤外線デジタル写真

∞
ｏ
〕
×

∞
い
×

∞
　

ｏ
い
〕



衿
極

う

し

・
ヽ

一
′

，

デ

軍
毯 i

≧
省
覧

,飛

ヽ

夕

と
ザ
恥

ｒ

月

奪

ザ

デ

儀

♂

柾
目
材
で
二
片
が
接
続
し
、
側
辺
及
び
接
続
部
の
一
部
を
久
損
す
る
が
、
ほ

ぼ
完
存
に
近
い
状
態
と
思
わ
れ
る
。
上
端
は
切
り
折
り
さ
れ
、
下
部
は
文
字
を

切
っ
て
斜
め
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。

裏
面
は

「又
」
で
始
ま
り
、
表
面
か
ら
記
載
が
連
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

内
容
的
に
は
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、
日
付
を
追

っ
て
物
資
を
量
り
、
動
か
し

た
記
録
簡
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
釈
読
は
新
潟
大
学
の
小
林
昌
二
氏
に
依
頼
し
、
奈
良
文
化
財
研
究
所

の
綾
村
宏
氏
、
渡
辺
晃
宏
氏
、
吉
川
聡
氏
、
山
本
崇
氏
ほ
か
の
ご
協
力
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

豊
栄
市
教
育
委
員
会

『下
前
川
原
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
全
一〇
〇
四
年
）

（遠
藤
恭
雄
）




